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１．はじめに 

（１）研究の背景と目的 

茨城県つくば市にある筑波山は，西峰に男体山（標高871m），

東峰に女体山（標高877m）があり，それぞれ伊弉諾尊，伊弉冊尊

が祀られている。信仰の山として古くから登拝対象でありながら

も，歌垣や国見の場として親しまれ，万葉集や古今和歌集に登場

してきた。しかしこれらの歌では筑波山の特徴的な山容を示して

おらず，筑波山の最古の記述とされる713（和銅6）年の「常陸国

風土記」における「富士山と筑波山」の神話1)でも，山容の表現は

ない。絵画で最も古いのは1295（永仁3）年の「善信聖人親鸞伝

絵，巻四第二段」で，ここで二峰の特徴が描かれている2)。「西の

富士，東の筑波」と言われてきたように，両者共に江戸時代にそ

の姿は頻繁に描く対象となってきた。現在筑波山はジオパークを

目指す動きがあり，自然だけでなく信仰，風土，民俗など文化的

な面も評価しながら活動している3)。筑波山の絵に焦点を当てるこ

とは，新たな文化的価値を見出すことに繋がり，今求められてい

ると言える。さらに，近世中期以降は民衆の社寺参詣が高揚し，

純粋な信仰心で筑波山に参拝するだけでなく遊山講的な側面が多

かった4)時期でもあったという。これは後に観光へと展開していく

ため，近世はその過渡期であったと言える。本研究は，近世にお

ける筑波山の絵を整理し，その描写を把握することで，当時の人々

が筑波山をどう認識していたかを明らかにすることを目的とする。 

（２）先行研究 

筑波山の絵画の研究は，富士と筑波が対に扱われ，同じ画面で

描かれるようになった経緯を詩歌と絵画の両面から追ったものが

ある5)。また，柴田是真が下絵を描いた手拭と着物帯の富士と筑

波の意匠の成立背景を論じたものがある6)。どちらも隅田川から

望む富士と筑波の情景が江戸名所であったことを明らかにしてい

る。山の景観の研究は，ソウルの「漢陽真景」の描画地点を明ら

かにしたもの7)，谷文晁の日本名山図会の分析8)がある。また，歴

代の富士図を用いて日本の風景表現の歴史を解説したものがある

9)。これらの研究をふまえて筑波山の描写の展開を明らかにする。 
（３）研究方法 

本研究は資料調査である。近世の資料を収集するため，先行研

究や筑波山に関する展示10)で扱われた絵，国立情報学研究所

CiNii で「筑波」を検索抽出したものの中から挿絵のあるもの，

また，国立国会図書館「錦絵で楽しむ江戸の名所」サイト，江戸

名所や街道関連の文献から筑波山が描き込まれたものを用いた。

なお，解説書にて筑波山であると特定されているものを扱うこと

とした11)。以上の方法で収集した絵73件12)を，その種類によって

4 つに分類した。①山へ参拝する際に用いるガイドブックや，各

地域の名所を集約した，案内書として使われていた絵，②街道を

管理するために作成された絵図や巡見した際のスケッチといった

記録絵，③屏風や掛軸など鑑賞用に描かれた絵，そして①～③に

当てはまらなかった，冊子の挿絵や布教に利用されたと思われる

絵を④その他（挿絵，宗教）とした。構図については3つに分類

した（表‐1）。Aは，筑波山のみ，もしくは筑波山と山麓の景色

を合わせた筑波山を主題とする絵である。Bは，画面に大きく風

景が描かれ，その背景に筑波山やその他の山が配置される絵であ

る。なお，B には「筑波」を題名に入れる B1 と，入れない B2
がある。構図は同じでも，B1 は題名に山名があることから，絵

の主題が筑波山であると認識でき，B2と区別できる。Cには，A
と B にあてはまらない絵を分類した。以上の内容を表‐213)にま

とめた。 
 

２．筑波山の描写 

（１）絵の種類 

①案内書 
案内書は50件あった。筑波山は山岳信仰の対象となっており，

特に江戸時代は幕府の庇護下に入り参拝者が増大した14)という。

そうした参拝者に向けたガイドブックの役割を果たしたと思われ

るものは50件中8件（No.3, 4, 6, 8, 10, 13, 23, 30）あった。こ 
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れらの構図は，筑波山の北に位置する推尾山（図‐3）の神社境

内を描いた「推尾山風景絵図」（No.3）がCであり，それ以外の

7件はAの構図をとる。特徴として，筑波山神社（当時は中禅寺） 
を俯瞰し，山中の道や祠などが描かれている（図‐1）。これら参

拝ガイドブック以外では，「日本名山図会」（No.24），「総州真景

図藁」（No.25, 26）など，全国もしくは常総地域の名所の一つと

して筑波山の絵が掲載されている。筑波山が単独で選ばれている

No.1, 5, 18, 20, 24, 25, 26, 34, 68, 70では，No.26の「利根川と

筑波山」以外すべてAの構図をとる。特にこの案内書の中で特徴

的なのは，江戸の名所としてNo.1, 5, 19, 35, 36, 38, 39, 44, 47-60, 
66, 67の24件の絵で登場していることである。No.48-60の「名

所江戸百景」は，119枚のうち筑波山が載る絵は13枚15)に及び，

筑波山が江戸からの眺めの重要な要素だった16)ことが理解できる。

このように江戸から筑波を見た場合，隅田川，日暮里，両国橋，

飛鳥山（図‐2）など，江戸の東側を視点場としてB2の構図をと

っている。 
案内書に分類できる絵は「名所江戸百景」に代表されるように，

錦絵の多さが目立つ。1765（明和2）年に鈴木晴信が完成したこ

の多色刷り版画は，江戸後期において盛んになり，歌川広重の風

景版画は人気を博した17)。この手法は量産が可能で，「江戸庶民の

重要なメディアとして，時事を報道する役目を担っていた」18)の

で，人々の目に触れる機会も多かったと思われる。またこの江戸

後期という時代は，明清画の様式に倣った文人画が流行した時代

でもある。No.9の池大雅は京都で文人画家として大成し，No.24
の谷文晁は江戸に文人画を広めたことでも有名である19)。さらに

No.25，26の亜欧堂田善は，初めて日本で銅版画を用いた司馬江

漢（No.15「三囲景図」）にも師事したことのある人物である。そ

のため「利根川と筑波山」（No.26）は透視図法を用いる西洋風絵

画に仕上がっている。しかし亜欧堂は元々谷文晁の弟子だったた

め，谷のNo.24（表‐1のA）と亜欧堂のNo.25の「筑波山」は

構図，山容が類似している。筑波山という題材は，画家の師弟関

係によって受け継がれたり，江戸東側，特に飛鳥山，日暮里，隅

田川から東方を描くという当時の流行に乗ることで，近世末期ま

で継承されてきたと言える。 
②記録 
記録絵は5件である。山麓の町の水争いの裁判結果を示した「筑

波町沼田村と臼井村神郡村水論裁許絵図」（No.2）や，江戸幕府

が街道の情報を収集するために作られた20)「五海道其外延絵図」

（No.21），徳川家慶 12 代将軍就任に伴って行われた幕府領の巡

見の記録21)をした「天保巡見日記」（No.40），参詣各所で風景を

素描した「総常日記」（No.27）などである。これらに共通するの

は，宗教的な意味や名所紹介の要素は薄く，客観性をもって描か

れており，当時のその地域の様子を今に伝える史料となっている。

描く場所によって筑波山の大きさは異なり，構図は A~B にわた

っている。 
③鑑賞 

鑑賞絵画は 14 件あった。そのうち「絵手鏡」（No.29），「和亭

集．中」（No.72），「雅邦遺墨集」（No.73）は画集の類，そして旦

霞の「富士筑波隅田川の図」（No.37）は団扇絵で，それ以外は単

体の絵画である。カラーで描かれた「筑波茂陰図」（No.1），「筑

波茂陰」（No.5）は，題名の通りどちらも山頂が緑や青で彩られ

ている。これは新古今和歌集の「筑波山端山繁山しげけれど思ひ

入るにはさはらざりけり」22)（源重之）という和歌にちなんだも

ので，筑波山を描写する上で影響を与えている23)。特に青や緑の

筑波山と白の富士山が対になることが多く， No.16, 17, 31, 32, 
37（表‐1のB1）,41, 42の7件でその描き方が見られる。これ

は「常陸国風土記」で書かれた伝説に因んでいる可能性もある。

このように，筑波山の絵画は文学の影響を受けて，構図や色彩が

類型化してきた側面もある。 
画家に注目をすると，No.29（図‐4）の酒井抱一は，大胆な構

図やデザイン性が特徴24)の琳派の系統に属し，No.41, 42 の鈴木

其一もその流れを汲む。そのため彼らの絵は実際の景色というよ

りも幻想的であり，まるでデザイン画のようである。琳派との関

係性は不明だが，同様のことがNo.71, 73の絵でも言える。 
また，「三囲景図」（No.15）に代表されるように，当時三囲付

近は庶民の人気を集め， 度々名所図として描かれた25)場所である。

歌川豊春（No.11）は錦絵で，司馬江漢は銅版画で描いている。

①案内書で述べたように，飛鳥山，日暮里，隅田川と同じように

三囲神社からの東方の眺めも流行の一つだったと言える。 
④その他（挿絵，宗教） 

ここに分類されるのは 4 件で，和歌集の挿絵として「筑波図」

（No.12）が「富士図」と共に描かれた以外すべて宗教性のある

絵である。「親鸞聖人筑波山餓鬼済度御影」（No.28），「親鸞聖人

御一代記図絵 巻3」（No.65）は，親鸞が筑波山に1226年（鎌倉

時代）に参詣したことに由来しており，こうした絵を使って庶民

に親鸞の教えが普及された26)。「直文筑波山形蔵頭蔵尾之詩」27)

（No.22）は，沼尻墨僊が山容や歴史，霊験を詠んだ七言漢詩を，

筑波山形に女体山，男体山に登拝して下山してくるように並べた

もの28)である。いずれも当時の信仰心の強さが現れており，筑波 
山を掲載した名所図会等の案内書が出回っていた時代に，一方で

はこうした宗教絵画があり，信者も存在していたことが確認でき

る絵である。 

表‐１ 構図の類型と代表例 

前景

左:図-１ 画)西村中和(1805)：「木曽路名所図会」のうち「筑波山」 

右:図-２ 歌川広重（1856）：「名所江戸百景」のうち「飛鳥山北の眺望」

図-３ 現在の地図で見る江戸以外
の視点場 

図-４ 酒井抱一（1818）： 
「絵手鏡」のうち「筑波図」
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表‐2 近世における筑波山の絵画の種類と構図とその視点場 

B1 Ｂ2

1 1648 筑波茂陰図（第九図） 武州州学十二景図巻 狩野探幽 紙本墨画淡彩 ○ ○

2 1694 筑波町沼田村と臼井村神郡村水論裁許絵図 不明 紙本着色 ○ ○

3 不明 椎尾山風景絵図 不明 絵図 ○ ○ 椎尾山/茨城

4 1704 筑波山南面、筑波山東山 等複数枚 筑波山縁起 十一世隆光 冊子 ○ ○

5 1741 筑波茂陰 飛鳥山十二景詩歌 林信充/鈴木鵞湖 紙本淡彩 ○ ○

6 1755 筑波山上画図、筑波山下画図 日本輿地神廟仏刹部 森幸安 紙本淡彩 ○ ○

7 1751-72 （中巻巻末） 隅田川長流図巻 狩野休栄 絵巻 ○ ○ 隅田川

8 1759-63 筑波山絵図 不明 紙本墨刷 ○ ○

9 1760 浅間山真景図 池大雅 紙本淡彩一幅 ○ ○ 浅間山/群馬

10 1763- 天地開闢筑波山絵図 不明 絵図 ○ ○

11 1764-72 浮絵三廻之図 歌川豊春 錦絵 ○ ○ 三囲神社

12 1777 筑波図（富士の裏頁に記載） 富士筑波（二世祇徳編） 沾嶺/三輪 紙本墨印 ○ ○ 隅田川

13 1779 西峯男体宮・東峯女体宮の図 等 筑波山名跡誌 亮盛/小泉良栄 版本 ○ ○

14 1781 （上巻巻末） 隅田川両岸一覧 鶴岡蘆水 木版筆彩 ○ ○ 隅田川

15 1783 三囲景図 司馬江漢 紙本銅版筆彩 ○ ○ 三囲神社

16 1799 那須眺望図 谷文晁 絹本着色一幅 ○ ○ 那須/栃木

17 1800 隅田川全図 山水略画式 鍬形蕙斎 紙本色刷 ○ ○ 隅田川

18 1800 常陸筑波山 山水奇観 淵上旭江 版本 ○ ○

19 1803 日暮里之遠望 絵本江戸桜 蔦屋重三郎 ○ ○ 日暮里

20 1805 筑波山 木曽路名所図会 秋里籬島/西村中和 版本 ○ ○

21 1806頃? 日光御成道　巻第二 五海道其外延絵図 不明 絵巻 ○ ○ 杉戸宿/埼玉

22 1809 直文筑波山形蔵頭蔵尾之詩 不明 状 ○ ○

23 1809 筑波山 二十四輩順拝図会 了貞/竹原春泉斎 版本 ○ ○

24 1812 筑波山 日本名山図会 谷文晁 ○ ○

25 不明 筑波山 総州真景図藁 亜欧堂田善 洋風肉筆画 ○ ○

26 不明 利根川と筑波山 総州真景図藁 亜欧堂田善 洋風肉筆画 ○ ○ 利根川

27 不明 香取辺ヨリ見る筑波山 総常日記 春木南湖 ○ ○ 香取/千葉

28 1818 親鸞聖人筑波山餓鬼済度御影 常福寺二十一世 掛軸 ○ ○

29 1818- 筑波図（第20図） （第19図は富士図） 絵手鏡 酒井抱一 紙本墨画淡彩 ○ ○

30 1818 右頁：筑波山腹大堂/左頁：筑波坊 臥遊備覧 小川万年/南桂 版本 ○ ○

31 1818-30 隅田川両岸図 谷文晁 絹本着色一幅 ○ ○ 隅田川

32 1826 隅田川遠望図 池田孤邨 絹本着色一幅 ○ ○ 隅田川

33 1828 鞠塢編　墨水遊覧誌 小松原翠渓 紙本墨印 ○ ○ 百花園

34 不明 北条村望筑波山 諸国名所図 谷（島田）元旦 紙本着色 ○ ○

35 1804-43 日本堤之桜 東都花暦十景 渓斎英泉 錦絵 ○ ○ 台東区

36 不明 隅田川 英泉江戸名所 渓斎英泉 錦絵 ○ ○ 隅田川

37 1833 筑波山遠望 富士筑波隅田川の圖 旦霞 団扇絵 ○ ○ 霞ヶ浦or利根川

38 1834-36 大川橋 江戸名所図会7巻 長谷川雪旦 版本 ○ ○ 隅田川

39 1834-36 日暮里惣図 江戸名所図会5巻 長谷川雪旦 版本 ○ ○ 日暮里

40 1838- 桜川橋上より望む筑波山 天保巡見日記 芳賀市三郎 ○ ○ 桜川橋/茨城

41 1842 富士筑波山図屏風 鈴木其一 紙本金地墨画淡彩 ○ ○ 霞ヶ浦

42 不明 富士・筑波山図 鈴木其一 絹本着色（双幅） ○ ○ 霞ヶ浦or利根川

43 1843- 内国府間村より古河宿まで 日光道中絵図 不明 絵巻 ○ ○ 栗橋宿/埼玉

44 1850 日暮里諏訪の䑓 絵本江戸土産 歌川広重 紙本着色 ○ ○ 日暮里

45 1854 隅田堤遠景之図 歌川国貞 錦絵 ○ ○ 隅田川

46 1855 東都両国橋渡初寿之図 広重2代 錦絵 ○ ○ 隅田川

47 不明 隅田川渡しの図 東都名所図絵 歌川広重 錦絵 ○ ○ 隅田川

48 1856 日暮里諏訪の台 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 日暮里

49 1856 飛鳥山北の眺望 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 飛鳥山

50 1856 隅田川水神の森真崎 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 隅田川神社

51 1856 千住の大はし 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 隅田川

52 1857 王子稲荷の社 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 王子稲荷神社

53 1857 柳しま 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 柳島橋

54 1857 真崎辺より水神の森内川関屋の里を見る図 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 真崎稲荷

55 1857 墨田河橋場の渡かわら竈 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 台東区橋場

56 1857 深川洲崎十万坪 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 江東区石島付近

57 1857 南品川鮫洲海岸 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 大井

58 1857 浅草川大川端宮戸川 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 隅田川

59 1857 にい宿の渡し 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 新宿

60 1857 真間の紅葉手古那の社継はし 名所江戸百景 歌川広重 錦絵 ○ ○ 弘法寺/千葉

61 1858 布施弁財天社 利根川図志 赤松宗旦 紙本 ○ ○ 布施弁天/千葉

62 1858 印旛沼図 利根川図志 赤松宗旦 紙本 ○ ○ 印旛沼/千葉

63 1858 息洲明神 船中より正面より見る図 利根川図志 赤松宗旦 紙本 ○ ○ 息栖神社/茨城

64 不明 古河城涼櫓眺望図 枚田水石 絹本着色 ○ ○ 古河城/茨城

65 1860 「筑波山に聖人餓鬼趣を助け給う」の図 親鸞聖人御一代記図絵巻3 版本 ○ ○

66 1861-62 飛鳥山 東都三十六景 広重2代 錦絵 ○ ○ 飛鳥山

67 1861-62 飛鳥山投土器 東京自慢双筆三拾六興 歌川国貞 錦絵 ○ ○ 飛鳥山

68 1862 常陸筑波山 諸国六十八景 広重2代 錦絵 ○ ○

69 1863 東海道之内　江戸芝新ン橋 東海道名所風景 一英斎芳艶 錦絵 ○ ○ 新橋

70 不明 常州筑波山圖 山水写真帖 田谷芝斎 淡彩 ○ ○

71 江戸-明治 春山暁靄図 田崎草雲 淡彩 ○ ○

72 江戸-明治 富士図、筑波図 和亭集. 中 滝和亭 双幅 ○ ○

73 江戸-明治 富士筑波 雅邦遺墨集. 乾 橋本雅邦 双幅 ○ ○
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構図Bの視点場

種別

種類 構図

①
案内

B②
記録

③
鑑賞

その他
（場所/県）

No. 絵の題目 書籍名
製作年
（西暦）

作者
（著/画）

合計（件） 50 5 33

④
その
他

A C 江戸

1614 4 22 2
49
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２．構図 
構図Aは22件あり，そのうちNo.2, 4, 8, 10, 13, 20, 23, 24, 34, 

70 の10 件29)が中禅寺参道の門前町や山麓の農村が広がる様子を

描いている。その他は山容だけのもの（No.1, 5, 18, 25, 29, 68, 71, 
72, 73）や，中禅寺境内のみを俯瞰で詳細に描いたもの（No.6, 28, 
30）で，筑波山麓の様子が分かるのは全73件のうちわずか13%
程度である。その中にも農作業をする人や参拝者の姿はない。筑

波山を主体とした絵を描く際に，山麓にまで視野が及ばなかった，

もしくは世間から必要とされていなかったと推測される。そのた

め当時山麓に暮らす人々の様子を窺い知ることはできない。 
筑波山は常総地域という一地方の山でありながら，Bの構図を

とる絵は 49 件もあり，遠くから眺望する山容が広く知られてい

たことが分かる。さらに，筑波山を主題とした絵（構図AとB1）
が合計 29 件で，前景を主題とした絵（構図B2）は 42 件あり，

この差も筑波山自体ではなく遠方風景の一部として筑波山を捉え

る傾向が強かったことを示している。構図Bのうち江戸を視点と

したものは33件，江戸以外の地からは16件で，群馬，埼玉，千

葉，茨城の土浦，霞ヶ浦など，広い地域に及ぶ（図‐3）。こうし

た遠望図で特徴的なのは，霞ヶ浦を前景にするNo.41「富士筑波

山図屏風」などや，利根川を前景にする「利根川図誌」の 3 件

（No.61‐63）とNo.26「利根川と筑波山」，そして江戸視点の場

合は，前景に隅田川が多いことを合わせてみると，筑波山前景に

水の景観を配置する絵が目立つ。水の景観と筑波山という構図が

定番化しており，筑波山麓の農村景観を描くよりも主流だったと

思われる。 
 

３．おわりに 

本研究は，近世の筑波山の絵 73 件を絵の種類と構図に着目し

て整理した。その結果，江戸から東に見えるこの山の景色を描く

ことが当時盛んであったこと，全国的な景物の一つに加えられる

機会も多く，広く知られた山であったこと，しかし筑波山麓の景

色には目が向けられていなかったことが把握できた。 
美術史の観点から見ると，室町時代から続く狩野派に加え，文

人画，琳派，西洋風画，浮世絵など，近世には新たな流派が生ま

れてきたが，筑波山という題材は消えることなくそれぞれの手法

で描かれてきた。江戸東側を視点場とした構図は定番のテーマで

あり当時の流行でもあった。また，筑波山を青や緑で描くのは，

常陸国風土記や古今和歌集等，古くからの文学に因む。遠景描写

が多く，近景描写であっても山麓の人々の生活を表すいわゆる風

俗画はない。さらに，江戸後期は西洋画の技法が入り始めたばか

りで，どの絵も実景を捉えているとは言い難く，幻想的な印象を

受けるものも多い。当時民衆に広まっていた浮世絵，そして霞ヶ

浦や利根川，隅田川といった水の景観とともに描かれた絵は，ど

れも美しい風景に表現されてきた。ただし，道中図は美しい風景

としてではなく，街道沿いの町，田畑，川，山々を記録するよう

に淡々と描かれている。しかしその中でも「日光道中絵図」

（No.43）の筑波山は鮮やかな青で着色され，前述した古今和歌

集の影響が見てとれる。 
以上を踏まえると，古くからの文学の影響や美術界における題

材の踏襲など，過去に既に定番化されてきた筑波山のイメージが

そのまま継承されてきたと言える。特に風俗画がない点に着目す

ると，当時の人々は筑波山を俗のものではなく，神聖なものとし

て捉えていたのではないかと予想される。近世は登拝から遊山へ

の転換期であったことは「１．はじめに」でも述べたが，筑波山

は霊峰富士山と合わせて描かれることも多く30)，信仰の意識が近

世後期になっても残っていたと推測できる。 
筑波山は，標高は低いが関東平野においては突出して目立ち，

常陸のランドマークとして存在していたことは想像しやすい。高

層ビルのない時代、実際に江戸から二峰の特徴的な山容がよく見

えたであろうし、中禅寺が幕府庇護下にあったこと，江戸名所と

してその眺望が紹介されていたこと，京都で活躍していた池大雅

も筑波山を題材にしていたことを考慮すると、現在よりも筑波山

の知名度は高かったのではないかと思われる。 
明治に入り本格的に西洋技法が移入すると、継承されてきた信

仰心や文学に裏付けられる描写方法からの脱却が見られるのでは

ないかと予想できる。今後は明治以降の絵画にも対象を広げ，人々

の認識の変遷を追っていく予定である。 
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